
【広域連携事業分】
　

交付決定額 実績額 事業の内容 　　　　　　　　　事業の実績

単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値 事業効果 実績値 事業効果 実績値 事業効果 実績値 事業効果 実績値 事業効果
事業の評
価

評価に対する意見
今後の方
針

今後の方針の理由

観光交流拠点施設「朝日自然
観コテージ村」再整備による高
付加価値化の創出と持続可能

な滞在型観光推進事業

64,732,000 34,496,362

交付決定額　　（円）

64,732,000

実 　績 　額　　（円）

35,682,350

4,322,000 4,321,900
【整備内容】
 構内道路

【測量業務】（効果促進事業）
　・測量業務　　　　　 2,973,300円

【設計業務】（効果促進事業）
  ・実施設計　　　　　5,673,800円

4,180,000 4,180,000

【設備等名称】
既存コテージ解体6棟（Ａタイプ4棟、Ｂタイプ2
棟）
A504、A506、A507、A510号棟
B512、B515号棟
【整備内容】
解体工事

【解体】（効果促進事業）
 ・解体工事　8,361,000円
(事業費15,719,000円のうちコテージ分
9,262,000円）

朝日町セミナースペース整備
事業

20,000,000 20,000,000

交付決定額　　（円）

20,000,000

実 　績 　額　　（円）

20,000,000

指標④
社会増減数（転入者数－転出者

数）
1 人 令和７年３月 △20

朝日町議会中継デジタル化事
業

4,817,000 4,810,600

交付決定額　　（円）

4,817,000

実 　績 　額　　（円）

4,810,600

地域づくりの新たな担い手とな
る関係人口創出・拡大プロジェ

クト
400,000 153,408

交付決定額　　（円）

400,000

実 　績 　額　　（円）

153,408

指標④
事業により関係人口を受け入れ
る体制が整った地域・団体等数

87
地域

団体等
令和９年３月 125

0.0

2.1

7,766

教室：０
／報告会：３

1

デジタル田園都市国家構想交付金に係る事業実施結果報告（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

No

交付対象事業の名称

　交付決定額　　（円）

　実 　績 　額　　（円）

本事業における重要業績評価指標（KPI） R3事業終了時における実績値 　　　　　　　　内部評価
実績値を踏まえた事業の今後につ
いて

指標

R2事業終了時における実績値 R4事業終了時における実績値 R5事業終了時における実績値 R6事業終了時における実績値

指標①
朝日町における新規雇用者数

（増加額）
3

指標③
町外から（仮称）朝日町セミナー

スペースの年間利用者数
10

2

人 令和７年３月

△11

地方創生に効果
があった

総合戦略の
KPI達成に
有効であっ

た

整備完了が令和６年度末であっ
たため、今後セミナースペースを
活用した事業等の開催により効
果が出てくることが期待される。

事業の継続

セミナースペースの活用に
ついて広く周知を行い、利
用の推進を図っていく。活
用により様々な事業の実
施や交流が生まれ雇用の
増加等が期待されるため。

指標②
（仮称）朝日町セミナースペース

の年間利用者数
50 人 令和７年３月 0

人 令和７年３月

【設計業務】
　・実施設計　　　　　 　3,309,900円

【建築物本体工事】
　・建築工事費　    　　21,670,000円
　・工事監理　　　　 　　1,430,000円

指標①
地域における観光消費額

（R4:375,000千円）
15,000

【施設名称】
・管理棟
【整備内容】
・実施設計
・新築工事

【設計業務】
　・実施設計　　　　　 3,993,000円

【建築物本体工事】
　・建築工事費　    　  R7に実施
　・工事監理　　　　 　　R7に実施

指標③
朝日自然観コテージ村の稼働率

（R4:21.4％）
4

総合戦略の
KPI達成に
有効であっ

た

朝日自然観コテージ村の再整備
については、R6からR8までの3
か年の整備計画としており、計
画的に工事を進めている。

事業の継続

朝日自然観コテージ村を
観光交流拠点施設として、
町全体へ経済波及するよ
う町内の観光資源と連携し
ながら滞在型観光を推進し
ていく。

12,340,000 10,804,012

【施設名称】
・コテージＡタイプ9棟
　A601、A602、A603、A604、A605、A606、
A608、A611、A612号棟
【整備内容】
・実施設計

【設計業務】
　・実施設計　　　　　23,980,000円

指標②
観光交流３施設利用者数

（R4：509,700人）
15,000 人 令和８年３月 4,900

30,511,000 1,985,500

千円 令和８年３月

1

20,000,000 20,000,000

【（仮称）朝日町セミナースペースの整備】
（内容）株式会社朝日相扶製作所が今後整
備する第２工場の２階にセミナースペースを
整備し、本整備を町有施設ではなく、民間施
設で行うことで、より柔軟な対応と企業間の
連携を最大限活用することができ、より効果
の高い事業を実施するもの。

（株）朝日相扶製作所において、第２工
場２階にセミナースペースを整備した。
令和７年４月より一般の方へ貸し出しを
開始した。

45,000

地方創生に効果
があった

％ 令和８年３月

13,379,000 13,204,950

【施設名称】
・コテージSタイプ22号棟
 S522号棟
【整備内容】
・実施設計
・模様替え工事

4

400,000 153,408

【地域の新たな担い手の受入体制強化】
（内容）地域づくりに係る専門的な知識を持つ
アドバイザーの派遣など関係人口等を受け
入れるための地域基盤づくりを図るもの。

大谷地区において、地域運営組織の先
進地である西遊佐地区を視察し、新た
な組織作りへに向けた気運を高めるこ
とができた。
また、持続可能な地域づくりを目指し、
町議、区長を含む町民を対象に講演会
を実施し、移住者を増やし、地区の持
続可能性を少しでも高めていくための
研修会を実施した。

指標①
山形県へのUIJターン者数（県移
住相談窓口を通じて移住した人

数）
18 人 令和９年３月 65

地方創生に非常
に効果的であった

総合戦略の
KPI達成に
有効であっ

た

県と県内５市町が取り組んでお
り、関係人口の創出につながっ
ていると判断できる。

事業の継続

朝日町分では、R6は研修
が主となることからKPIの
設定をしていなかった。次
年度以降関係人口等の目
標値を達成できるよう取り
組んでいく。

指標② 事業により創出した関係人口数 252 人 令和９年３月 152

指標③ 事業により創出した交流人口数 8,148 人 令和９年３月

3

4,817,000 4,810,600

【朝日町議会中継デジタル化事業】
（内容）議会配信システムに字幕機能等を追
加することに加え、議場内に資料や進行状
況、発言者名などの字幕を投影するモニター
を配置し、議会に対する関心を高め、町政に
おける住民参画を推進するもの。

公募型プロポーザルにより業者を選定
し、令和７年２月に導入工事を完了し
た。令和７年２月１９日の子ども議会で
テスト運用を行い、調整を経て令和７年
３月議会定例会から本格運用を開始し
ている。

指標① 議会中継の視聴回数
LIVE：920

／VOD：860
回 令和７年３月

LIVE：1785
／VOD：1527

地方創生に効果
があった

総合戦略の
KPI達成に
有効であっ

た

映像・音声共にアナログ回線か
らデジタル回線に更新したことで
画質・音質が向上したことに加
え、議事日程や発言者名等をリ
アルタイムで表示する字幕機能
を追加し、より分かりやすく伝わ
りやすい議会中継が実現でき
た。
また、議場内の大型モニターで
鮮明な資料投影が可能となり、
議会傍聴者からも好評の声をい
ただいている。

事業の継続

今後は改めてサービスの
周知、利用者の増加及び
利用者満足度の向上を図
るため、議会傍聴者に対す
るアンケートや、議会中継
視聴者へのニーズ調査等
を進めていく。
また、過年度は実施まで漕
ぎ着けなかったスマホ教室
等と連携したサービスの周
知、体験、意見の収集につ
いても関係課と調整を進め
ていく。

指標② 議会傍聴者数 25 人 令和７年３月 30

指標③
スマホ教室、議会報告会の開催

数
教室：２

／報告会：１
回 令和７年３月

指標④
観光協会が実施するツアーの数

（R4:4回）
1 回 令和８年３月

1
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デジタル田園都市国家構想交付金に係る事業実施結果報告（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

No

交付対象事業の名称

　交付決定額　　（円）

　実 　績 　額　　（円）

本事業における重要業績評価指標（KPI） R3事業終了時における実績値 　　　　　　　　内部評価
実績値を踏まえた事業の今後につ
いて

指標

R2事業終了時における実績値 R4事業終了時における実績値 R5事業終了時における実績値 R6事業終了時における実績値

観光交流３施設機能強化によ
る「町まるごと観光地化」事業

10,312,000 9,595,350

交付決定額　　（円）

10,312,000

実 　績 　額　　（円）

9,595,350

5,353,500 5,136,850

【アフターコロナに向けた取り組み】
（内容）コロナ禍で定着した自然やアウトドア
を楽しむ観光スタイルの需要に合わせた町
の魅力をPRするとともに、インバウンドの再
開に向け海外トップセールス等を実施するも
の。

台湾での旅行博覧会への出展やトップ
セールス等を行い、現地の旅行会社へ
PRを実施した。親善ブロガーをとおして
町内の情報を広く発信し、モニターツ
アーでは町民との交流を取り入れ、朝
日町でしかできないツアーを実施した。

指標④
観光協会が実施するツアーの数

（増加分）
R3：3回

4 回 令和８年３月 1 2

山形県連携中枢都市圏DMO
構想による広域観光促進事業

0 0

交付決定額　　（円）

0

実 　績 　額　　（円）

0

朝日町まち・ひと・しごと創生推
進計画(企業版ふるさと納税)

0 0

寄附受領額　（円）

3,700,000

59,536,659

総合戦略のKPI達
成に有効であった962,339

9,053,560

△50人
（累計193人）

総合戦略のKPI達
成に有効であった

13人
（累計78人）

集計中

8組
（累計45組）

79.7%80.2%

令和６年度は６社より金員
3,700,000円の寄付をいただい
た。森林維持整備事業及び「星
空の街・あおぞらの街全国大会
事業」等に活用した他R6年度複
数年事業である朝日町コテージ
村再整備事業に充当するため基
金へと積み込みを行った。地方
創生に効果的であったと考えら
れる。

事業の継続

パンフレット、HPの作成に
加え企業への民間の企業
版ふるさと納税ポータルサ
イトに登録、地方銀行との
マッチング契約により周知
を強化することで、引き続
き町の地方創生事業への
寄附を募っていく。

指標② 出生者数(累計) 139 人 令和７年3月 30人
19人

（累計49人）

指標⑤
要介護認定を受けていない65歳
以上の割合

81.0 ％ 令和７年3月 80.6% 80.1%

指標③ 合計特殊出生率

人 令和７年3月 △68人

総合戦略のKPI達
成に有効であった

△23人
（累計91人）

総合戦略のKPI達
成に有効であった

総合戦略の
KPI達成に
有効であっ

た

人 令和７年3月

組 令和７年3月

1.41人

12組

1.03

10組
（累計22組）

△52人
（累計143人）

総合戦略のKPI達
成に有効であった

16人
（累計65人）

1.16

15組
（累計37組）

7

0 0

企業版ふるさと納税制度（地方創生応援税
制）を活用するための地域再生計画。企業版
ふるさと納税とは、国が認定した地方公共団
体のプロジェクトに対し、企業から寄付を頂
いた際に、寄付額に対し最大9割の税額控除
がなされる制度。朝日町では、「まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」の事業全体をプロジェク
トに設定しており、今後寄附の受け入れを開
始していく。

指標①
若者(15～39歳)の社会増減数(累
計)

△45

1.75

指標④ 婚姻数(累計) 112

観光交流３施設売上金額（増加
額）

R3：333,000千円

観光交流３施設利用者数（うち外
国人観光客数）（増加分）

R3:0人

朝日自然観コテージの稼働率（増
加分）

R3：21.9％

【地域特産物を絡めたツアーの造成】
（内容）町の特産物であるりんごを活用した
「雪りんご」や全国一の生産量を誇る「あけ
び」等を活かし、当町ならではのツアーを造
成するとともに、農泊等の体験型観光を取り
入れながら町民との交流を図るもの。

観光協会が実施した空気神社フォト
ジェニックライトアップや町内ツアーに
対して補助を行った。空気神社ライト
アップには期間中5,000人程の来場が
あった。ツアーでは特産品のりんごや
あけびを組み入れた観光を実施した。

0

指標①2,238,000 1,738,000

0

【観光推進員の配置】
（内容）観光協会と連携しながら町内の観光
資源を活かして地域課題を解決するための
専門人材を配置し、既存のアクティビティに
加え、町内周遊プログラムや体験型コンテン
ツの開発を行い、地域全体を繋ぐ取組を行う
もの。

合併会社の発足に合わせて専門人材
の活用を計画していたが、複数の人材
が必要になったことから地域活性化起
業人制度を活用することに変更した。
令和7年4月に民間企業3社と人材派遣
の協定を締結し業務にあたっている。

2,720,500 2,720,500

指標②

指標③

【観光交流３施設の運営会社の統合】
（内容）「朝日自然観」「りんご温泉」「道の駅
あさひまち」を運営している町出資の３会社を
統合することで各施設の連携を密にし、機能
強化を図るもの。

コンサル業者に朝日町観光交流3施設
運営会社統合支援業務を委託し、専門
家のアドバイスのもと統合に係る業務
を実施した。令和7年4月1日に3社が合
併して株式会社朝日町総合産業開発
が発足した。

千円 令和７年3月

指標③

観光情報ポータルサイト「VISIT
YAMAGATA」体験予約販売金額
（R3年度の目標をもとに、年10％
程度の増加を目指す）

900,000 円 令和７年3月

セッション令和７年3月

6

DMOさくらんぼ負担金

指標①

観光消費額（宿泊客）
観光地満足度調査産出（初年度
の調査を基準に、年50％程度の
増加を目指す。事業開始前KPIは
前身事業山形・上山・天童三市に
おけるR2年度実績を記載。３年度
でＲ１年度までの回復を目指す）

20,400,000

指標②

観光情報ポータルサイト「VISIT
YAMAGATA」セッション数（R3年
度の実績をもとに、年30％程度の
増加を目指す）

600,0000 0 978,143

33,139,633

50,573

地方創生に効果
があった

540

0.9

観光情報ポータルサイト「VISIT
YAMAGATA」やインスタグラム専
用アカウント等を活用し、旬な観
光情報の発信を行うことができ
た。また、村山地域の周遊ルート
を著名人を起用して撮影し、発
信することにより、実際に訪れた
くなるような観光情報を広くPRす
ることができた。

事業の継続
総合戦略のKPI達
成に有効であった

総合戦略の
KPI達成に
有効であっ

た

2,768,030

87,000

地方創生に効果
があった

640

1.6

引き続き、村山地域7市7
町で連携しながら様々な事
業を展開していく。

総合戦略の
KPI達成に
有効であっ

た

３社統合業務において、専門家
を交えながら各施設の責任者と
今後の事業展開について検討す
ることができ、施設間連携に繋
がっている。
空気神社や特産物などを観光に
取り入れ、国内外からの誘客を
図った。

事業の継続

新たに発足した株式会社
朝日町総合産業開発を中
心に、町有観光３施設の連
携強化のもと、町全体をつ
なぐ観光交流や特産品の
魅力発信など、地域資源を
活かした稼げる観光を目
指した取り組みを行う。

51,061,072

総合戦略のKPI達
成に有効であった1,150,078

4,138,000

300

3

令和８年３月

令和８年３月

令和８年３月

15,000 千円

人
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